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Abstract: Some research on information visualization for knowledge bases has been done in 
recent years. Lots of visualization methods for hierarchical structure have been developed 
in this research. We developed several visualization methods for large scale knowledge 
bases in which a lot of nodes form hierarchical structures, and also link in complicated 
semantic relations. The prototype program based on the methods has been implemented 
and coded in Java and Java 3D APIs. This paper outlines the methods and the program 
with some display samples. 
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 こうして表示されたものを図 4 に示す。この用語














































図 1. 用語木の表示モデル. 
図 2. 同一用語木内の意味関係表示モデル. 
図 3. 意味関係表示モデル(2). 

















する機能を付加した。図 4 下部の「orbit …」とい
うボタンをクリックするたびに、xy 軸回転 → x 軸

















































































図 4. 用語木表示. 
図 5. 同一用語木内の意味関係表示. 
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は 2 段階にわけて座標の計算を行う。 
 最初に、基準となる座標を定める。これは、y お








基準座標： ( )γβα ,, ・・・・・・・・・・・（式 1） 
n 番目の関係する用語の座標： 
( )zyx ,, ・・・・・・・・・・（式 2） 
基本ベクトル )',','( zyxv =r ・・・・・（式 3） 
回転角 Ni
nπθ 2= ・・・・・・・・・・・（式 4） 
（Ni ：指定用語と関係する用語の数） 
























ついての基本ベクトルνr （式 3）を定める（図 8）。
次にあらかじめ調べた関係を持つ用語数から基本ベ
クトルの回転角を求め（式 4）、基準座標だけ平行移





























































図 6. 四角形ポリゴンの追加. 



























図 8. 座標計算の図. 
図 9. 異用語木間の意味関係表示. 



































































































図 10. 同一用語木の意味関係表示(不要ノード除去). 
図 11. 異用語木間の意味関係表示（不要ノード除去）． 
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して、図 12-14 の表示モデルを挙げる。 
 図 12 は、葉を内側のコーンに、内部節を外側の
コーンに配置する、いわば「二重コーン」の形にノー
ドを配置したものである。図 13 は、1 つのコーンの
中で内部節が最も離れるようにノードを配置したモ























































































図 12. コーンの重なりを減少させるモデル(1). 
図 13. コーンの重なりを減少させる表示モデル(2). 
図 14. コーンの重なりを減少させる表示モデル(3). 
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